
Ａ 試合会場レポート 試合番号 523 開催日 2023/12/17
令和5年度 天皇杯・皇后杯 全日本バレーボール選手権大会 女子 会場： 東京体育館

観客数： 4,780 開始時間： 10:41 終了時間： 12:38 試合時間： 01:57 主審： 種元　桂子 副審： 冨田　博一
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( ) ( 中川 ) ( 北窓 ) ( )

　昨年に引き続き優勝し、連覇を成
し遂げられたことを嬉しく思います
。
　どんな状況でも、前を向いて、声
を掛け合って戦い抜いた選手達を誇
りに思いますし、感謝しかありませ
ん。
　またどんな時も、私たちに声援を
送っていただき、支えてくれたクル
ーの皆様にも感謝しております。た
くさんのご声援ありがとうございま
した。
　タフなゲームになることはわかっ
ていた中で、自分たちのバレーボー
ルのクオリティを、相手よりも高く
出せたことが良かったです。
　もっと、精度の高い面白いバレー
ボールをこれからも目指していきま
すので、引き続き応援をよろしくお
願いたします。

山田 甲 長岡 栄 　まずは天皇杯決勝の舞台に立てた
ことに感謝したい。
　スタートから相手に行かれる展開
が多く、苦しい時間が長く続いた。
　そんな中でも、試合の中で修正を
かけて、第２セットを取ることはで
きた。相手の勢いを最後まで抑えら
れず悔しいが、現状を受け止めて、
リーグ戦で必ずリベンジする。
　皇后杯、2023年もたくさんの応援
ありがとうございました。また来年
お会いしましょう。
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＜要約レポート＞
　皇后杯連覇を狙うＮＥＣレッドロケッツと２年ぶりの優勝を目指す久光スプリングスの決勝戦。
　第１セット、NECは古賀のアタックで点を重ね、試合をリードする。久光はアダムス、深澤のアタックで応戦するがNECの守備を乱すことが出
来ず、点差を広げられる。中盤以降もNECはドルーズ、甲のブロック、柳田のアタックでさらに久光を突き放す。久光は大竹がチームを引っ張
り点差を縮めるが及ばず、NECがセットを先取する。
　第２セット、一進一退の攻防から久光は深澤のアタックが炸裂し試合をリードする。中盤も久光はアダムスを中心に攻めるが、NECは柳田、
古谷を投入し応戦する。終盤は再び1点を争う展開となるが、久光は大竹が古賀のアタックをブロックしたのを起点に波に乗り、点差を広げる
。NECはアチャラポーンのアタックなどで粘るが、久光が逃げきりセットを奪取する。
　第３セット、久光は平山、大竹の活躍で点を重ねる。対するNECはドルーズ、アチャラポーンのアタックで応戦し、観客やベンチを巻き込む
熱戦となる。NECは上野のサービスエース、山田のブロックで波に乗ると中盤以降は試合をリードする。終盤、久光は深澤、大竹がアタックを
決め詰め寄るが、最後は上野がサービスエースを決め、NECがセットを取る。
　第４セット、NECは好調な上野のサーブが功を奏し、序盤から点差を広げる。久光は長岡を投入し流れを変えようとするが、NECの勢いは止ま
らない。久光は中島がアタックを決めて奮起するが、NECは古賀、柳田のアタックで応戦し追撃を許さず。NECがこのセットも取り、皇后杯連覇
を果たした。

作成者： 高澤　利恵

※本票の著作権は、公益財団法人日本バレーボール協会に帰属します。


